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広告と広報 １

■広告
新聞や雑誌のスペース、ラジオやテレビの時間を買って、その中で企業のメッセージ
（商品情報を含む）を伝えていくのが広告です。

広告の最大の特徴は、メディアと時間を選定することにより、必要なターゲット層に対して、
必要な時期に必要なメッセージを伝達できる点にあります。

■広報

企業や団体がメディアに情報を発信し、ニュースとして掲載（放送）してもらうこと。

情報を報道するか否かはメディアの手に委ねられるため、掲載（放送）時期やスペース・
時間を特定することは難しいが、報道されれば、そのインパクトは極めて大きく、掲載（放送）
されるということは、その情報が社会に伝達する価値があると認められたことになります。
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地域広報活動 2

■ITC協会の地域広報活動とは

●メディアリレーションズ 「点」から「面」へ

地域広報活動では、地域の新聞、雑誌、テレビなどのメディアや、商工会議所の機関誌などと

ネットワークを構築し、ITCの活動や、仕事内容（成功事例など）を報道してもらうことで、

活動を広く認知してもらい、ビジネスに繋げていきます。

ITC自身の事業活動を、
地域のメディアにとりあげてもらうことを目的としたコミュニケーション活動です。
そのコミュニケーションとは、一方的でなく、ITCやその仕事内容について
正しく理解してもらうために知らせていく努力と、同時に相手（メディア側）の意見や考え方を聴い
て、求めていることを認識することも必要です。

この双方向のコミュニケーション活動が、記事にむすびついていくと考えてください。

■ITC協会の地域広報活動とは

●メディアリレーションズ 「点」から「面」へ

地域広報活動では、地域の新聞、雑誌、テレビなどのメディアや、商工会議所の機関誌などと

ネットワークを構築し、ITCの活動や、仕事内容（成功事例など）を報道してもらうことで、

活動を広く認知してもらい、ビジネスに繋げていきます。

ITC自身の事業活動を、
地域のメディアにとりあげてもらうことを目的としたコミュニケーション活動です。
そのコミュニケーションとは、一方的でなく、ITCやその仕事内容について
正しく理解してもらうために知らせていく努力と、同時に相手（メディア側）の意見や考え方を聴い
て、求めていることを認識することも必要です。

この双方向のコミュニケーション活動が、記事にむすびついていくと考えてください。



広報活動内容① 3

◆主要広報活動アイテム◆

①ニュースリリース（報道資料）の作成
発信したい情報のポイントを簡潔に説明した資料。

②プレスリストの作成
組織の活動に関係する、あるいはターゲット層となる対象メディアのリスト

③取材誘致／セミナーなど
経営者セミナーなど実施するセミナーの取材誘致。

④記者懇親会
記者との懇談により、ITCに対するメディアの認知、理解をはかり、
また、記者からの情報、意見を収集します。
目的によって、個別、少人数など様々な規模で実施されます。
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広報活動内容② 4

⑤インタビュー（ITC・顧客企業トップ）
ITCの仕事を紹介するために、ITC（自身）のインタビュー取材を仕掛けます。
また、関係した成功事例とその経営者の取材をアレンジし、その企業のIT化成功には
ITCが関わっていることを紹介していきます。

⑥プレスツアーの実施
IT化された顧客の工場などの施設見学、IT化の実態などを取材してもらうために、
メディア対象のツアーを実施します。
2～3社の記者を対象に、ITCの案内で地域の顧客企業数社を視察し、取材のきっかけ
づくりをします。

⑦クリッピング（記事収集）
取材、掲載された記事のクリッピング ⇒ 営業ツールとして活用
顧客企業の競合企業の記事、業界関連記事のクリッピング ⇒ 動向把握
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ニュースリリースの作成１ 5

ニュースリリースは、記者に読んでもらい、関心を持ってもらうきっかけをつくりだす目的で作成
するものです。 担当記者にいかにインパクトを与えることができるかが重要になってきます。

１） 準備

■何を情報発信したいのか。
【例】イベントの取材誘致 インタビューのお願い 成功事例の紹介

■メディアを選択（リスト化）
①ニュースリリースの内容に合ったメディアのリストを作成する。
【例】全国新聞の地域局、地域新聞（地方紙）、経済紙誌、専門紙誌、
地域商業団体などの機関誌、フリーペーパー

②メディアの担当セクション、担当者を調べる。
【例】紙メディア／編集局経済部、産業部
テレビ／報道局報道センター（ニュース番組）、番組あて
機関誌／広報担当

■ニュースリリースを作成
ニュース素材の収集
掲載記事をイメージして写真、 データを選びます。
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ニュースリリースの作成２ 6

２） 書き方（読みやすく、簡潔で、短く、なおかつ効果的に）

■A4用紙2枚程度 ・横書き ・です、ます調 ・業界専門用語は厳禁

■ひきつけるタイトル（県初、業界初） ・特徴は箇条書き

３） おさえる内容

■正確に（数字・固有名詞・誤字脱字）

■数字・データを入れる。（期日、価格、目標値、達成値、数字の根拠）

■写真（講師の顔写真など）・図を入れる。

■問い合わせ先、担当者名を明確に
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ニュースリリースの作成３ 7

４） リリース様式

①報道各位（あて先）
②発信日時
③団体名
④タイトル見出し（何を伝えたいのか）
⑤リード文 （本文内容の概略・重要ポイント）
⑥本文（基本は５Ｗ１Ｈ／いつ、どこで、誰が、何を、何故、どのように）
背景 具体的内容（詳細内容） 特徴（箇条書き）
写真・データなどの添付 本件に関する問合せ先

５）フォロー体制

■記者からの問い合わせには、万全の対応をするために担当者を決めておきます。

■記者はその業界に関しては素人なので、説明はわかりやすく。

■さりげなく、掲載日程をきいておきます。
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ニュースリリースの例 8

●人物インタビュー
その人のプロフィール、顔写真、インタビューして欲しい内容（具体的に）を書いてください。

●イベント（セミナー）
主催社（団体名）、日時、場所、内容、開催目的、対象者などの情報を入れてください。

●顧客企業の成功例
会社概要、社長他、関係者のプロフィール、成功内容とその数字などを書いてください。

◆ポイント◆

◆時事ネタ（ブーム、法改正など）や季節、行事と絡めると効果的です。

◆社会の動きに連動して書く。
世の中の出来事に関連する商品やサービスは取り上げられやすくなります。
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地域メディアリスト

▼京都府

社名 住所 ＴＥＬ

京都新聞社 本社 京都市中京区烏丸通夷川上る少将井町239 075-241-5430

朝日新聞社 京都総局 京都市中京区柳馬場通御池下る柳八幡町65 075-211-3351

毎日新聞社 京都支局 京都市上京区河原町通丸太町上る西入錦砂町285 075-211-3151

読売新聞社 京都総局 京都市中京区烏丸通六角下る七観音町630 075-231-1111

産経新聞社 京都総局 京都市下京区烏丸通仏光寺上る二帖半敷町655 075-351-9145

日本経済新聞社 京都支局 京都市中京区烏丸竹屋町角 075-231-2617

日刊工業新聞社 京都支社 京都市中京区御池烏丸東入北側 075-241-3828

日本工業新聞社 京都支局 京都市下京区烏丸通仏光寺上 075-341-8512

時事通信社 京都総局 京都市中京区御池通烏丸東入仲保利町185 075-221-5454

共同通信社 京都支局 京都市中京区烏丸夷川上239 075-231-5361

ＮＨＫ 京都放送局 京都市上京区智恵光院通丸太町下る主税町964 075-841-4321

▼兵庫県

社名 住所 ＴＥＬ

神戸新聞社 編集局経済部 神戸市中央区東川崎町1丁目5-7 078-362-7094

朝日新聞社 神戸支局 神戸市中央区浪花町60 078-331-4144

毎日新聞社 神戸支局 神戸市中央区栄町通4丁目3-5 078-371-3221

読売新聞社 神戸総局 神戸市中央区栄町通1丁目2-10 078-333-5115

産経新聞社 神戸総局 神戸市中央区多聞通4丁目1-5 078-351-1771

日本経済新聞社 神戸支社 神戸市中央区下山手通7丁目1-24 078-371-3581

日刊工業新聞社 神戸支局 神戸市中央区海岸通2丁目1-2 078-321-1731

時事通信社 神戸総局 神戸市中央区栄町通4丁目3-5 078-362-5606

共同通信社 西宮通信部 西宮市産所町15-14-402 0798-23-3909

ＮＨＫ 神戸放送局 神戸市中央区中山手通2丁目24-7 078-252-5000

▼福井県

社名 住所 ＴＥＬ

福井新聞社 編集局政治経済部 福井市大和田町56 0776-57-5115

日刊県民福井 本社 福井市大手3丁目1-8 0776-28-8613

朝日新聞社 福井支局 福井市大手3丁目11-6 0776-22-0910

毎日新聞社 福井支局 福井市豊島1丁目5-26 0776-24-0074

読売新聞社 福井支局 福井市豊島1丁目5-26 0776-24-0074

産経新聞社 福井支局 福井市宝永3丁目9-10 0776-23-1221

日本経済新聞社 福井支局 福井市宝永4丁目3-5 0776-22-3490

時事通信社 福井支局 福井市大和田町56 0776-57-1640

共同通信社 福井支局 福井市大和田町56 0776-57-1040

ＮＨＫ 福井放送局 福井市宝永3丁目3-5 0776-28-8850


